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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

第３期柏市まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

千葉県柏市 

 

３ 地域再生計画の区域 

千葉県柏市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本市の人口は戦後一貫した増加傾向にあり、住民基本台帳に基づく 2026 年４月 

時点での総人口は 440,158人である。東京都心部からのアクセスに恵まれ、子育て 

期世代を中心に首都圏各地からの人口流入が進み、現在も人口の増加が続いている。 

しかし、人口流入は鈍化傾向にあり、柏市の将来人口推計によれば、2035 年に

445,530人でピークを迎え、それ以降本格的な減少局面に入り、2060年には 413,889

人になると見通される。年齢３区分別人口の推移をみると、2015 年から 2025 年ま

での 10年間において、老年人口が実数（96,931人から 113,742人）、構成比（23.8％

から 25.9％）ともに伸びている一方で、生産年齢人口については実数（256,053人

から 270,147人）、構成比（62.9％から 61.7％）のうち、構成比がやや減少してい

る。年少人口は柏の葉キャンパス等での大規模開発の影響もあり、実数（53,851人

から 53,827 人）は横ばいを維持しているものの、構成比（13.2％から 12.3％）で

はマイナスとなっている。2015 年から 2025 年の自然動態の推移をみると、出生数

は 2015 年に 3,378 人でもっとも多く、その後はやや減少しつつあり、2025 年には

2,706人となっている。一方、死亡数は 2021 年以降 4,000人を超え、2025年は 4,709

人となっている。2017年以降は自然動態がマイナスに転じ、その減少数は増加傾向

にあり 2025 年には 2,003 人の自然減となっている。また、合計特殊出生率は 2015

年の 1.37 をピークに 2024 年には 1.13 となっており、県平均とほぼ同様の変動を

している。2015年から 2025年の社会動態の推移をみると、転入数は 21,615人から
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23,829人、転出数は 18,926人から 19,564人となっている。上記のとおり、現状は

人口が増加傾向にあるものの、少子高齢化は進行しており、将来的には人口減少に

転じることが見込まれている。 

 これに伴い、地域における担い手不足や地域産業及び地域コミュニティの衰退等、

住民生活への様々な影響が懸念される。 

 一方、激甚化する自然災害や新たな感染症の脅威など、市民の安全を揺るがす事

態に即応すると同時に、脱炭素社会の実現にむけた課題解決も求められている。 

これらの課題に対応するため、本市では次の事項を基本目標として掲げ、施策を推

進していく。 

・基本目標１ 全世代に向けた学び・健康・社会参加 

・基本目標２ エリアごとの特徴を生かした地域経済・産業の振興 

・基本目標３ 未来に備える防災・減災と気候変動対策 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（令和11年度

） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 

児童生徒にとって、安心

して学習できる環境の整

備に満足している市民の

割合 

36.6％ 

（令和6年

度） 

45.0％ 基本目標１ 

ア 

誰に対しても健康づくり

のきっかけとなる取組が

実施されていると感じて

いる市民の割合 

29.3％ 

（令和6年

度） 

35.0％ 基本目標１ 

ア 
柏市に対して愛着を感じ

ている市民の割合 

55.7％ 

（令和6年

度） 

65％ 基本目標１ 

ア 自らの学びを活かす場が 17.0％ 25％ 基本目標１ 
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創出されていると感じる

市民の割合 

（令和6年

度） 

イ 市内総生産 

1.2兆円 

（令和６年

度） 

1.3兆円 基本目標２ 

イ 昼間人口 

390,000人 

（令和６年

度） 

430,000人 基本目標２ 

ウ 
自然災害への備えに

対する満足度 

23.6％ 

（令和６年

度） 

29.3％ 基本目標３ 

ウ 
市域の温室効果ガス

排出量 

2,001千t 

（令和２年

度） 

1,659千t 基本目標３ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

第３期柏市まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア 全世代に向けた学び・健康・社会参加 

イ エリアごとの特徴を生かした地域経済・産業の振興 

ウ 未来に備える防災・減災と気候変動対策 

 

② 事業の内容 

ア 全世代に向けた学び・健康・社会参加 
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  ・誰もが学び続けられることで、人が育つまちを目指す。 

  ・健康になれるきっかけにあふれたまちを目指す。 

・みんなの居場所になれるまちを目指す。 

【具体的な事業】 

・生涯学習の推進 

・教育環境・支援体制の充実 

・健康づくりに取り組む体制の構築 

・多世代の居場所づくり 等 

イ エリアごとの特徴を生かした地域経済・産業の振興   

  ・地域経済の成長とイノベーションを支えるまちを目指す。 

  ・人々を惹き付けるコアとなるまちを目指す。 

【具体的な事業】 

・戦略的企業誘致の推進 

・創業支援の充実 

・駅周辺エリアにおける都市機能強化に向けたまちづくり 

・自然資源の活用と魅力創出に向けた取組 

・魅力あるスポーツを活かしたまちづくり 

・地域特性に応じたアクセス向上 等 

ウ 未来に備える防災・減災と気候変動対策 

  ・誰一人取り残さない防災・減災のまちを目指す。 

・気候変動への対応と、“脱炭素社会”に取り組むまちを目指す。 

【具体的な事業】 

・災害に備える意識と体制の強化 

・消防・救急体制の強化 

・ゼロカーボンシティの実現に向けた取組の推進 等 

※なお、詳細は第３期柏市地方創生総合戦略のとおり 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

8,975,191千円（2026年度～2029年度累計） 
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⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年 10～12月頃、外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方

針を決定する。検証後速やかに柏市公式ＷＥＢサイト上で公表する。  

⑥ 事業実施期間 

地域再生計画の認定の日から 2030年 3月 31日まで 

 

６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から 2030年 3月 31日まで 


